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(1) 

)())(()( AgAfgAh   

)(Ah は、 B を中心に、 Aを正の向きに 60 回転した点である。 

 ))(()( BfgBh   

B を中心に、 )(Bf を正の向きに 60 回転すると、 Aに一致する。 

すなわち、 )(Bh は Aに等しい。 

図示すると右図の通りである。 

 

 

(2) 

hは、正三角形 )(AABh の重心を中心とした、 120 回転と予想できる。 

今、
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,1),0,0( AhBAO としても一般性を失わない。 

)0,0(O は正三角形 )(AABh の重心である。 

任意の点 ),( qpP が、 hによって移る点を考える。 
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したがって、 hによって、任意の点がOを中心として 120 回転することが示された。 

 

Oは正三角形 )(AABh の重心で、回転角は 120  ……(答) 
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